
視察 (研修)報告書
令和 4年 9月 12日

府中市議会議長 様

会派名又は 無所属
議 員 名 藤本秀範

日 時
ハ
和 4年109月  10 日 (土) 13:00 ～ 16:40

研   修   先 盈進学園

研 修 コ ー ス 「ことば」の教育研究会  (第 122回学習会 )

研 修 タ イ トル 「ことば」でつむぎ合う教室

参   力日  者 藤本秀範

研  修  内 容 【研修 目的】。ことば探究科を促進する本市教育委員会の推奨により学

習会に参加 した。令和 4年度 9月 議会一般質問事項に関連 した研修で

あり、本議会に反映させる目的でもある。

講師 :元文部科学省 常磐 豊先生
國學院大學 田村 学教授

所 感 第一部は、尾道市立栗原北小学校より「人は人の中で人になる」実践

発表を通 して、元文部科学省 :常磐 豊先生より「自己表現で自分の

人生を切 り拓く」講話をお聞きした。所感 といたしましては、言葉が

持つ自己表現力は言語能力から表現することが軸となることを前提 と

して、言語を意識 した表現を実践に生かすことの出来る教育の意義を

理解 した。本市におけることば探究科教育として共通する点へ反映さ

せることに期待を持つことが出来た。第二部は、福山市立川口小学校

より「子どものや りたい !を待つ」実践発表を通 して、國學院大學 田
村 学教授より「指導の個別化 。学習の個性化」の講話をお聞きした。
所感 として、これからの教育で重要な価値観は、未来社会を創造する

主体としての自覚をひとリー人の子どもに育むことが重要であるこ

と。ことば教育に探究する学びが一層重視されていくことを感 じとる

ことが出来た。全体として読解力を身につける技能と能力にはプロセ

スがあり、最終的に自立した意見が発掘される学びとい う認識が出来

たことによって教育対策に繋げられるよう取 り組みたい。
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